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　私は長年「管理職教育」、「営業職

研修」の仕事に第一線で携わってま

いりました。担当させていただいた

企業も、それこそ日本を代表する一

部上場企業をはじめ、大手外資系企

業、中小・ベンチャー企業に至るま

で、幾多の経験を積ませていただい

て現在に至っております。また、お

かげさまで自分自身も小さいながら

30数人のコンサルティング会社の経

営者として、今期18年目に入ること

ができました。 

　それらの経験から私なりに見えて

きた“良い企業の共通項”と申しま

すのは、一言でいえば人が光ってい

る、生き生きと働いている、という

ことが筆頭に挙げられると思います。

つまり、働く人の才能や能力が、与

えられた持ち場で最大限に生かされ、

輝きを放っている職場ということです。 

　逆にいえば、働く人が、向いてい

ない仕事を「ねばならない」という

思いで、イヤイヤながら行っている

企業というのは良い企業とはいえま

せん。労働を楽しむことがなく、義

務感だけで働いていては、いつしか

パッションダウンが起こり、モチベ

ーションの低下が業績の低迷に顕著

に結びついていきます。企業の文化

というのは、そういった所に必ず出

てくるものです。 

　また、人間関係の悪い職場という

のは、エネルギーが非常に低い状態

のまま滞っています。人間関係の中

でも、同僚との人間関係より、上司

と部下の人間関係が企業の成長、発

展の鍵を握っているといってよいで

しょう。それはこのシリーズの中で

もずっと述べてきたテーマです。 

　それらを踏まえて、“企業にとっ

ての人財”の第1のポイントは、経

営者が採用の段階でまず働いてもら

う人の素材、素質、適正を見極める、

つまり、人を見抜くということにな

ります。入社させてから苦労を背負

うのではなく、ともかく入社前に厳

選するということが最も重要です。 

　第2のポイントは、そうして素材

の良い人を入社させたならば、今度

はチャンスを与えるということです。

「失敗は成功の母」といいますが、

たとえ失敗したとしてもそれをキャ

リアとし、「経験」という言葉に置

き換え、できる限り自己責任の中で

場数を積ませることです。そうすれ

ば、素質がある人は必ず光ってきま

す。 

　人は自分の才能が生かされる職場、

自分の適性を引き出してくれる上司

に出会うことにより、自発性が生まれ、

「私がこの仕事を任されてやってい

る」という自信を形成していくよう

になるのです。するとそこからいや

がうえにも人はエネルギーが上がっ

ていくことになるわけです。 

　そして、第3のポイントはまさに

今回のテーマでもある「適材適所」

ということに尽きます。人の強みや

長所を最大に伸ばすために、そこに

仕事の質を合わせていくということ

です。 

　極端にいえば、例えば明るく朗ら

かで、接遇能力は抜群にあっても、

緻密な作業や、経営的な観点からも

のを見ることができない人ならば、

財務や経理の仕事はさせずに受付を

担当していただく、と言ったことで

す。つまり、人はそれぞれだという

ことです。良くないところを指摘す

るのではなく、良いところを徹底的

に伸ばしてあげるわけです。 

　名経営者といわれる人は、人を見

抜く慧眼を必ず携えています。優れ

た眼力によって人を見抜き、仕事を

与え、与えた以上は忍耐強く成長を

見守っていきます。そうして、本人

の長所を一生懸命に伸ばしていくわ

けです。中途半端で見通しの立たな

い仕事の与え方をするのではなく、

読み切ったところで場を与えるわけ

ですから、人は伸びるべくして伸び

ていくことになります。 

　それが経営の極意であり、「人材

を人財に変えるコツ」であるといえ

るのではないでしょうか。 

 

 

 

　論理が大切であることに気付いた

のは古代ギリシア人であり、彼らは

数学にも論理を取り入れて、後世の

学問に大きな影響を与えた。古代ギ

リシアの幾何学の祖とされるターレ

スはエジプトで数学を学び、杖の影

の長さをもとに、ピラミッドの高さ

を測定してエジプト人を驚かせたと

いう伝説が伝えられている。 

　三角形の相似を使った測定は測量

の基本であり、古代の各文明で土地

の測量に実際に使われていた。ター

レスは単に、ピラミッドの高さを測

定しただけでなく、その本質が相似

三角形の幾何学であることを見い出し、

海上の船への距離の測定に応用した。

古代ギリシアの幾何学はユークリッ

ドの「原論」にまとめられた。 

　そこでは、少数の当たり前と思わ

れる事実から論理を使って当たり前

とは思われないたくさんの事実が出

てくることが記されている。「原論」

は西洋では聖書に次いでよく読まれ

た著作であり、それによって、論理

の重要さを学ぶことができた。 

  

　「原論」は、マテオ・リッチと徐光

啓によって中国語に訳され、「幾何

原本」と題して出版された。この本

は江戸時代に日本に輸入されたが、

当時の和算家はつまらない当たり前

のことが書かれているとして、「原論」

のもつ論理の重要性に気付くことは

なかった。和算家は「原論」で扱わ

れているよりははるかに複雑な図形

を考察していたので、円や三角形の

議論はつまらない時間つぶしに見え

たのであろう。 

　今日のグローバル化された世界で

は、論理に基づいた議論が重要にな

ってくる。もちろん、単なる論理の

展開ではなく、相手の出方に応じた

緻密で巧みな議論の進め方が必要な

ことは言うまでもない。 

　これからの国際化社会で日本が生

き残るためには今まで以上に論理を

活用する必要がある。しかし、論理

が屁理屈になってしまってはいけな

い。論理を活用するためには、物事

の本質に基づいた議論が必要とされ

る。本質を見抜く力は、幾何学を学

ぶことによって身につけることがで

きる。長い間「原論」が愛読された

ゆえんである。 

　ところで、本質を見抜く力を養っ

てくれる題材は身近に転がっている。

日本は毎年台風に襲われるが、強風

に備えるため、窓枠や戸に斜交いに

板を打ちつけて補強することが生活

の知恵として受け継がれている。何

故、斜交いに板を打ちつけると補強

することになるのか？　それによっ

て窓枠は二つの三角形になる。三角

形は三辺の長さが決まれば一つに決

まってしまう。幾何学ではこの事実

は「対応する辺の長さが等しい二つ

の三角形は合同（同じ形）である」

という定理にまとめられている。 

　一方、四角形では対応する辺の長

さが等しくても、長方形の場合もあ

れば平行四辺形の場合もあり、形が

決まらない。三角形の形が一つに決

まるということは、強風で窓枠や戸

が歪もうとするとき、歪みを許さな

い構造になっていることを意味する。

　しかし強風の対策として捉えるの

であれば、さらに力学的な考察が必

要になる。一つの現象を捉えるにも、

どこに力点を置くかによって問題の

立て方、捉え方が変わってくる。何

が本質的であるかが分かって初めて

有効に論理を適用することができる。

本質を見抜く力を磨くことはこれか

らますます重要になってくる。 
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